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工夫があります。
その中から収穫時の喜びが
ひしひしと伝わってきました。
　最終段階に差し掛かって
いますが、このマップを手に
野菜の買い物に、家の近くの
散策に利用できるようにが
んばっています。 

(多摩区の観光資源・地産地消 
 のマップづくりプロジェクト
 　　　　　　　代表 安陪)

 「産直ｉｎたま」採りたての
野菜、果樹が販売所に並び
ます。私たちの住むこの地で
採れた生産者の顔が見える
農産物です。
　直売所マップづくりで生
産者の方といろいろ話を聞
くことができました。その年
の天候、肥料のこと、作物の
成長過程での苦労話など、
それぞれのお宅にこだわりと

めようと料理教室が開かれました。当日は、世代間
を超えた地域の方々の笑顔があふれ、つながりの
広がりを感じました。この料理教室は、僕が「一人
暮らしの若者が自炊で健康的になれたら」「作った
料理を囲んでおしゃべりができたら」と言ったこと
がきっかけだったこともあり、満足感、充実感に満
ちたイベントでした。
 次回に向け、あらゆる世代の人がより多く集まる
にはどうしたらいいか、それを考えるのがとても楽
しいです。　　　　　　　（プロジェクトメンバー 鍛冶）

 地域の人たちとのつな
がりをつくりたいと思い、
「まちづくり協議会」の
プロジェクト活動に参
加しました。
 メンバーの方々はアッ

トホームで、たまに開かれる懇親会では地ビールを
飲みに行くなど活動自体が触れ合いの場になって
います。
　先日、このプロジェクト主催で若者との交流を深

人々との出会いが心の栄養、健康の糧

こんな活動に取り組んでいます！
各プロジェクトの活動のようすをご紹介します。　

70代（80代？）まで、5つの調理台に
分かれて包丁を握りました。
　参加者のシニアの男性から「60歳
になって初めてダイコンの皮をむい
た」という声や、プロジェクトメンバー
から「各調理台に若い人とシニアの交
流が活発にできて一つの家族になっ
たような楽しい雰囲気で過ごした」と
いう声、食生活改善推進員からは「今
後実施する男性の料理教室のPRを
することができた」という感想があり、
市民活動団体が元気に活動できるお
手伝いができました。　

（まちづくりネットワーク応援隊プロジェクト 
　　　　　　　　　　　　　 代表 池田）

　利用できそうな
拠点を調査し、実
際に利用した感想
を盛り込んだデー
タベースを作成す

るために「出前たまサロン」を開催しま
した。
　第１回目は、10月16日（土）10時か
ら15時まで生田中学校創作活動セン
ターで「ごはんでつながる地域のごえ
ん」を開催しました。食生活改善推進
員に協力を依頼し、川崎育ちの野菜で、
ダイコン一本を使い切り、具をダイコン
で包んだギョーザや豚汁などを作りま
した。
　参加者は25人で20代の若者から

　地域に知人も少なく、こ
のまま年だけ重ねていって
しまう寂しさを覚えるよう
になったころ、「世代間の
交流ができるコミュニティ
センターをつくろう」にか

かわるようになり、今ではさまざまな人々との出会

いが心の栄養、健康の糧になっています。
　雨の日、真夏の暑いときなど“いやだな”と思う
ときもありますが、あらゆる世代の人々と接してい
る満足感で、そんな気持ちはすっとんで、夜は気
分よくグーグーと寝ついています。家族の理解も
あり、この活動を気軽に続けていこうと思っていま
す。　　　　　　　　  （プロジェクトメンバー 栗原）

「作ったり、食べたり」を楽しみながら

　春から夏にかけてメン
バー大忙しの半年でし
た。コミュニティサロンは

５月に「子どもたちをよく知りま
しょう」、６月は「花めぐり」、７月に
「ギョーザとおにぎり作り」、９月は
「絵手紙作り」を行いました。
ギョーザ作りに参加した４、５歳
の女児とお母さんからは「土曜も
親子二人なので寂しい思いをして
いました。今日は皆さんの仲間に
入れてもらえて、とても楽しかった
です」と言われました。
　こども文化センターでは、幼児
と大きなシャボン玉を作ったり、

絵を描いたり、夏休みにはわくわく
プラザで昔遊び、そして中学生と
蒸しパン作りを楽しみました。
　地域のことをもっとよく知りたい
ということで、地域のケアマネ
ジャーさん、包括支援センターの
方、幼児教育に携わっている方を

コミュニティサロンや車座勉強会を活発に開催

地域の人々とのつながりを広げるために！

招いての勉強会も開きました。
 遊びや勉強を通して多くの人た
ちと出会いました。触れ合いこそ
が“この地域の中で生きている”
実感を抱かせてくれるはずです。
私たちは、活動の中からそれを味
わわせてもらっています。

まち協に
参加して

まち協に
参加して

（世代間の交流ができるコミュニティセン 
 ターをつくろうプロジェクト 代表 久野）

紙ヒコーキづくり

（左）参加者の皆さんと（中）当日のメニュー（右）いろいろな世代でワイワイ調理

「観光資源・地産地消マップ 」間もなく完成！

第１回出前たまサロン開催

「ごはんでつながる地域のごえん」

池田代表

出前たまサロンでの交流

好奇心いっぱいの子どもたちと

生田中学校文化祭で、蒸しパン作り教室

もぎ取りを待つ多摩川梨

みんなで大きな食卓を囲んで

食後は多摩区の魅力をテーマにワークショップ

若い人もどんどん発言
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